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日
田
市
農
業
委
員
会
は
令
和
六
年
九
月
十
七
日
、 

椋
野
市
長
に
「
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す 

る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
も 

の
で
、農
業
者
の
意
見
を
市
の
農
業
施
策
に
反
映
さ
せ 

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。 

農
業
委
員
会
は
市
と
協
力
し
て
、農
地
に
係
る
諸
問  

 

題
解
決
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 
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一 
新
規
就
農
者
へ
の
支
援 

 

㈠ 
農
家
の
高
齢
化
・担
い
手
不
足
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
中
、日
田
市
に
お
い
て
も
新
規
就
農
者
へ

の
様
々
な
支
援
策
を
設
け
、そ
の
育
成
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
が
、今
後
、そ
の
就
農
者
が
離
農

す
る
こ
と
な
く
定
着
で
き
る
よ
う
な
継
続
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
要
望
し
ま
す
。 

あ
わ
せ
て
、そ
の
指
導
に
あ
た
る
者
が
、 

安
定

し
て
指
導
に
就
け
る
よ
う
、講
師
謝
礼
の
増
額
を

要
望
し
ま
す
。 

 

㈡ 

業
後
継
者
不
足
解
消
の
た
め
、親
元
就
農
だ

け
で
な
く
、第
三
者
の
事
業
継
承
は
大
き
な
期
待

を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、後
継
者
へ
の

経
営
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、情
報
発
信
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、ス
ム
ー
ズ
な
経
営
資
産
の
引
継
ぎ
が
で
き

る
よ
う
、ま
た
そ
の
後
も
事
業
を
継
続
し
て
い
け

る
よ
う
、事
業
継
承
者
へ
の
資
金
面
も
含
め
た
市

独
自
の
支
援
策
の
創
設
を
要
望
し
ま
す
。 

 

㈢ 

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
地
方
移
住
へ
の
関
心 

が
高
ま
り
、そ
の
中
に
は
移
住
し
て
農
業
を
始
め 

日
田
市
農
業
委
員
会
は
九
月
十
七
日
、農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律 

第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
「
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す
る 

意
見
書
」
を
椋
野
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。 

た
い
と
い
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
空
き

家
バ
ン
ク
」
を
は
じ
め
と
し
た
移
住
施
策
と
の
連

携
と
同
時
に
、移
住
後
の
就
農
の
相
談
体
制
の

強
化
等
を
要
望
し
ま
す
。 

 

二 

農
業
者
へ
の
支
援 

㈠ 

日
田
市
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、地
域
農
業
を

維
持
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
も
農
業
機
械
購
入

に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、令
和
六
年
度
か
ら
は
、こ
れ
ま
で
の
集
落
営

農
組
織
に
加
え
、個
人
経
営
体
へ
も
支
援
を
拡

充
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、感
謝
し
て
お
り

ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、近
年
の
物
価
高
騰
に
伴
い
農

業
機
械
の
価
格
も
高
騰
し
続
け
て
い
る
状
況
か

ら
、今
後
と
も
支
援
の
拡
充
の
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

㈡ 

市
内
に
は
、指
導
者
に
成
り
得
る
レ
ベ
ル
の
農

業
者
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
人
材

と
、指
導
を
求
め
る
農
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
よ
う
な
事
業
の
検
討
・立
ち
上
げ
を
要
望

し
ま
す 

 

㈢ 

農
業
施
設
に
つ
い
て
は
、資
材
が
高
騰
し
、多

額
の
負
担
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
現
状
の
中
、

「
園
芸
産
地
づ
く
り
計
画
」
に
お
け
る
施
設
整

備
は
、補
助
対
象
の
品
目
が
限
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。意
欲
あ
る
園
芸
農
家
の
育
成
の
た
め
、品

目
や
ハ
ウ
ス
の
大
き
さ
に
制
限
の
な
い
市
単
独
の

農
業
施
設
へ
の
補
助
を
要
望
し
ま
す
。 

特
に
ハ
ウ
ス
の
建
設
に
つ
い
て
は
、産
直
以
外

の
出
荷
も
対
象
と
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。 

  

㈣ 

「
地
域
計
画
」
は
、地
域
で
話
合
い
、将
来
の

農
地
利
用
を
明
確
化
し
た
設
計
図
で
す
。意
欲

あ
る
地
域
の
担
い
手
農
家
が
優
良
農
地
を
耕
作

で
き
る
よ
う
、計
画
策
定
後
も
積
極
的
か
つ
十

分
な
話
合
い
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
要
望
し
ま

す
。 

 

三 

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、地
域
の

耕
作
放
棄
地
を
増
や
さ
ず
農
業
生
産
活
動
を
維

持
す
る
た
め
に
、多
く
の
集
落
が
取
組
ん
で
い
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
、構
成
員
が
高
齢
化
し
、事
務

作
業
の
担
い
手
が
い
な
い
た
め
、制
度
の
参
加
を

あ
き
ら
め
る
集
落
も
あ
り
ま
す
。特
に
、令
和
七

年
度
は
第
五
期
か
ら
第
六
期
へ
の
移
行
の
年
度
に

あ
た
り
、制
度
へ
の
参
加
集
落
の
減
少
、ひ
い
て
は

耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

  

令和 7 年 1 月 1 日発行                                            日田市農業委員会だより（2） 

農地等利用最適化推進施策に関する意見書 



 
 

そ
こ
で
、日
本
型
直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て
、市
が
率

先
し
て
集
落
協
定
の
広
域
化
を
行
い
、事
務
的
役
割

を
担
う
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。 

 四 

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て 

日
田
市
に
お
き
ま
し
て
は
、有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
被

害
防
止
の
た
め
、各
種
事
業
を
行
い
、報
償
金
の
増
額

等
様
々
な
取
組
み
・対
策
を
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
は
減
る
こ
と
は
な
く
、営
農
意
欲

の
減
退
、耕
作
放
棄
・離
農
の
増
加
等
、深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
被

害
防
止
対
策
に
か
か
る
指
導
者
の
育
成
に
か
か
る
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、有
効
的
な
有
害
鳥
獣
対

策
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

 

五 

米
作
り
へ
の
支
援 

米
価
の
低
迷
は
、離
農
者
・耕
作
放
棄
地
の
増
加
の

根
本
原
因
と
言
え
、日
田
市
の
農
地
の
減
少
に
繋
が
る

も
の
で
す
。 

日
田
市
農
業
委
員
会
で
も
、水
田
の
管
理
・活
用
促

進
の
た
め
に
も
、将
来
的
な
米
価
の
引
き
上
げ
を
望
ん

で
お
り
、国
や
県
へ
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

寒
暖
差
と
土
壌
、美
し
い
水
に
よ
り
作
ら
れ
た
「
日

田
米
」
は
、美
味
し
い
と
定
評
が
あ
り
ま
す
。 

「
日
田
米
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
高
価
格
で
販
売
で
き
る 

よ
う
ピ
ー
ア
ー
ル
活
動
を
日
田
市
内
の
み
で
な
く
市

外
や
県
外
で
も
行
う
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

 

六 

そ
の
他 

日
田
市
で
は
、平
成
二
十
四
年
、平
成
二
十
九
年
、

令
和
二
年
、令
和
五
年
と
、こ
こ
十
年
で
四
度
の
大
き

な
災
害
を
受
け
て
お
り
、災
害
に
強
い
農
地
の
整
備
が

必
要
で
す
。ま
た
、農
地
の
貸
し
借
り
が
農
地
中
間
管

理
事
業
に
一
本
化
さ
れ
、中
山
間
直
接
支
払
制
度
が

第
六
期
へ
移
行
す
る
等
、今
後
は
農
業
関
係
の
事
務

量
の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。日
田
市
の
農
業
関
係

職
員
の
人
員
体
制
の
強
化
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

   

  

令
和
五
年
七
月
ま
で
農
業
委
員
を
務
め
た
大
山
町

の
森 

克
男
さ
ん
が
令
和
六
年
度
の
日
田
市
政
功
労

者
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。 

  

森 

克
男
さ
ん
は
、平
成
二
十
三
年
七
月
か
ら
令
和

五
年
七
月
ま
で
の
十
二
年
間
、農
業
委
員
と
し
て
農

地
法
等
の
法
令
に
基
づ
く
事
務
や
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

  

令和 7 年 1 月 1 日発行                                            日田市農業委員会だより（3） 

大
山
町
の
森 

克
男
さ
ん
が
市
政
功
労
者
に

選
ば
れ
ま
し
た 

 

 



 

   

●
意
見
交
換
会 

 

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
し
た

市
議
会
産
業
建
設
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
で
す

が
、令
和
二
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
を
受
け
中
断
し
て
い
ま
し
た
同
意
見
交

換
会
を
再
開
し
ま
し
た
。 

 

四
月
十
六
日
に
産
業
建
設
委
員
会
七
名
と
農
業
委

員
会
役
員
八
名
で
次
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。 

 

テ
ー
マ 

「
将
来
の
日
田
市
の
農
業
・農
地
に
つ
い
て
」 

 

●
現
地
視
察 

 

四
月
十
六
日
の
意
見
交
換
会
を
受
け
て
、農
業
の
現

状
を
見
て
も
ら
う
た
め
、七
月
三
十
日
に
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。 

   

    

光
岡
地
区
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が 

令
和
六
年
一
月
に
交
代
し
ま
し
た
。 

   

前
任
者 

木
薮 

一
敏 

氏 

 

後
任
者 

伊
藤 

武
士 

氏 

 

後
任
者
の
抱
負 

   

農
業
者
の
高
齢
化
に
伴
い
休
耕
田
・畑
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
の
で
、少
し
で
も
増
え
な
い
よ
う
に
、

農
業
者
の
悩
み
や
問
題
点
を
聞
き
情
報
提
供
等
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

  

光
岡
地
区
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
代
わ
り
ま
し
た 

令和 7 年 1 月 1 日発行                                            日田市農業委員会だより（4） 
 

日
田
市
議
会 

産
業
建
設
委
員
会
と
の
意
見

交
換
会
・現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た 

 

上津江町上野田 白草の農地            中津江村栃野 原部の農地    
  



 

 

「地域計画」策定に向けて取り組みを進めています。 

 農業経営基盤強化促進法の改正により、これまでの「人・農地プラン」が、新たに「地域計画」として

法定化されました。法定化の目的は地域での話し合いにより目指すべき将来の農地利用の姿を明確

化することにありまして、令和７年３月までに策定が義務付けられています。 

  

 

 
 農業委員会では、８月から９月にかけて農地法に基づき、管内の農地の実態把握や遊休農地が発生して

いないか等について、農地利用最適化推進委員を中心に農地パトロールを実施しました。 

■遊休農地の発生は、地球環境への影響が大きい!! 

農地を管理せずに放置していると近隣土地に迷惑をかけるだけでなく、病害虫発生・火災・ごみの不法

投棄・鳥獣被害・交通事故など様々な影響があり、地域の環境悪化につながります。 

日頃から農地の所有者または管理者の方は、除草等により適切な農地の保全管理を行いましょう。 

■早めに担い手へのバトンタッチを考えましょう!! 

この農地パトロールで把握した遊休農地を対象に、今後の利用意向を確認する「農地利用意向調査」を

実施します。 

自ら農地の耕作や管理ができなくなる前に、担い手への貸し付けを考えてはいかがでしょうか? 

詳しくは、農業委員、各地区の農地利用最適化推進委員、農業委員会事務局へご相談ください。 

地域農業の将来をみんなで考えよう 

農地パトロールを実施しました!! 
～あなたの農地は適正に管理されていますか?～ 

 

令和 7 年 1 月 1 日発行                                            日田市農業委員会だより（5） 
 

 

今後、高齢化や人口減少により、農業者の減

少や耕作放棄地が拡大し、使われない農地が増

えることが懸念されています。「地域計画」では概

ね１０年後の農地をどのようにして守っていくの

か、利用していくのかを地域の話し合いに基づき

まとめる計画です。 

 地域計画には、「目標地図」が求められ、この素

案作りが農業委員会の役割となり、話し合いや農

地利用意向のアンケートを基に作成します。 

 日田市では 16 地区に分けて策定しています。 

日田・五和、高瀬、三芳、西有田、三花、小野、 

東有田、朝日、光岡、大鶴、夜明、前津江、中津

江、上津江、大山、天瀬 

 

地域計画を策定するため農地の現状を可視

化した現況地図を作成します。この地図を元に、 

１０年後のその農地を担う耕作者を想定し、地域

の皆さんと協議して利便性や集約化を調整した

目標地図を作成します。 

 

                         

農地利用の地図         農地利用の地図 

      

 

現状の               10 年後の 

地域計画とは 目標地図とは 



 

 

 

 

 

農地の貸し借りは令和７年４月から、原則（※）として農地中間管理機構経由になります。 

これまで、農業経営基盤強化促進法に基づく利用権設定と、上記農地中間管理機構経由による契

約方法がありましたが、法改正により利用権設定制度は廃止となります。 

農地中間管理機構経由とは大分県農地中間管理機構（大分県農業農村振興公社）が、農地を貸

したい方と農地を借りたい方の中間的受け皿となって、農地の集積・集約化を進める事業です。 

※農地法に基づいて農業委員会の許可を受けて権利設定を行うことは引き続き可能です。 

 

 

 

 

 

～農地を貸したい方へ～                      ～農地を借りたい方へ～ 
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農地の貸し借り契約方法が変わります 

農地を貸したい方 

（出し手） 
貸し付け 農地中間管理機構 

（農業農村振興公社） 
借り受け 

農地を借りたい方 

（受け手） 

➀賃借料は受け手から機構が徴収し、機構が責

任をもってお支払いします。 

➁借入期間が過ぎたら、農地はお返しします。

（延長もできます。） 

➂機構に貸し付けをした農地にかかる固定資産

税が軽減される場合があります。（一定の条

件を満たす必要があります。） 

➀まとまりのある農地を借り受けたり、他の受

け手と農地を交換したりして、農作業の効

率化が図れます。 

➁出し手が多数でも、賃借料の支払先は機

構に一本化されます。 

➂万一、出し手が子の代に移っても、契約期

間内は変わらず耕作できます。 

 

農業経営には情報が多いほど良い！ 
●農 政 の動 きをわかりやすく解 説 ！ 

●経 営 に役 立 つ情 報 も満 載 ！ 

●家 族 で楽 しめる記 事 も充 実 ！ 

●農 業 者 の視 点 でお届 けします！ 

購読料1ヶ月 700 円(送料込) 週刊 金曜日発行 
■購読は、お近くの農業委員又は、農業委員会事務局へ申込み・お問合せください。 

購読申込／農業委員会事務局（市役所３F） ☎ ０９７３-２２-８２１３ 

詳しくは、日田市農業振興課（市役所３F）（☎ 0973-22-8211）にお問い合わせください。 



 

 

 全国農業新聞に記事が掲載されたのは、令和 6 年 8 月 2 日号の 8 面です。表題は”「梅干し」「母の思

い」引き継ぐ”で大山町 森食品の代表を母親から事業承継した内容です。 

 森 敬子さんは、令和 5 年 7 月の農業委員・農地利用最適化推進委員の改選で、東大山地区から選出

されて委嘱されたものです。森さんの抱負としては「地域の声を聴き、頼られる様な推進委員を目指します。

農業を通し地域の発展・人づくりに貢献して 

いきたいです」と語り、推進委員活動に励まれてい 

ます。(写真は新聞掲載写真です) 

 

 

      

 

■農業者年金へは次の３つ要件を満たす方ならどなたでも加入できます 

 ・年間 60 日以上農業に従事 

 ・国民年金第１号被保険者(国民年金保険料納付免除者を除く) 

 ・65 歳未満(60 歳以上は国民年金の任意加入被保険者) 

■農業者年金にはこんなメリットがあります 

●保険料国庫補助による手厚い支援!!  

 ・上記の 3 つの加入要件に加え  

39 歳までに 

  農業所得が 900 万円以下    を満たせば、月額 1 万円の 

認定農業者で青色申告者     保険料国庫補助を受けられます 

 ●税制面で大きな優遇措置 

  支払った保険料は全額社会保険料控除の対象です 等 

 

  

 

男性 女性 男性 女性
20歳 40年 960万円 80万円 69万円 1,716万円 1,867万円
30歳 30年 720万円 53万円 46万円 1,139万円 1,238万円
40歳 20年 480万円 31万円 27万円 674万円 733万円

加入年齢 納付期間 保険料総額
年金額(年額) 想定される受給総額
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※下記試算表は通常加入し、65

歳までの運用利回りが 2.5%、

65 歳以降の予定利率が 1.00%

となった場合の試算です。(受給

総額は 65 歳の時点で想定され

る平均余命を考慮し、男性 86.5

歳、女性 92 歳まで生存した場合

の金額です。) 

東大山地区の農地利用最適化推進委員「森 敬子」さんの記事が全国農業新聞 
に掲載されました 

 

豊かな老後に備えて農業者年金に加入しましょう!! 

◎農業者年金受給額の試算(保険料月額 2 万円の場合) 

※農業者年金に関する相談・お問い合わせは最寄りの農協または農業委員会へ 
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農地についてご相談ください 

農地を『売ったり』『貸したり』『転用（住宅・植林・倉庫・駐車場などで使

用）』するときは、｢農地法｣等に基づく許可が必要です。 

申請書の 
締切りは、 

毎月 

17日 

■１７日が閉庁日の場合には、次の開庁日を締め切り

とさせていただきます。 

■申請書提出までに期間を要する場合があります。早

めにご相談ください。 

◎違反転用については、農地法で原状回復等の処分や 

罰則（3 年以下の懲役又は 300 万円以下の罰金）が 

定められています。 

◎農地を埋め立てするには、事前に許可等が必要です。 

◎許可後、転用していない農地がありましたら、速やかに転用し

完了報告と登記を済ませてください。 

農地を耕作目的で 

貸したい。（借りたい） 

農地を耕作目的で 

売りたい。（買いたい） 

農地中間管理事業 
の申請 
（または農地法第３条の申請） 

農地法第３条 
の許可申請 

農地法第４条 
の許可申請 

農地法第５条 
の許可申請 

自分の農地を 

転用したい。 

他人の農地を買って 

（借りて）転用したい。 

各種申請には条件があります。 

詳しくは日田市役所３階の農業委員会事務局 

までご相談ください。  ☎（0973）22-8213 

農地法違反 

について 

貸したい 

借りたい 

売りたい 

買いたい 

他の事に 

使いたい 


